
京都党市議団、任期4年の振り返り 

【公務員厚遇】 
公務員給与引き上げにＮＯ 
民間でも65歳までの雇用が義務付けられ
たことを機に、京都市でも65歳まで再任
用で雇用を継続することとなった。それ
に伴い定年後の給与を最大年収で350万
円引き上げる提案が盛り込まれた。一方
で新卒の採用は縮小。若者にしわ寄せが
くる公務員厚遇に真っ向から対決。 
 

ごみ収集職員採用にＮＯ 
民間に委託するほうが安く、サービスも
良い現場作業。既にこういったごみ収集
作業員などの現場作業の公務員の採用は
凍結されていたにもかかわらず、突然採
用を再開。時代に逆行するムダな行為と
して再凍結を図る条例案を提案した。 
 

【同和】 
同和関連施設の新設にＮＯ 
同和行政は終わったといいながら、未だ
に続く土地買収と住宅建設。崇仁地区の
改良住宅（旧同和地区向け市営住宅）の
新規建設について、同和事業の延長をす
べきでないとの考えから京都市会の中で
唯一、明確に反対。 
 

【国の圧力】 
二条城定休日制定にＮＯ 
京都市が所有する二条城。閑散期は毎週
火曜日を定休日にしようと文化庁から指
導があった。文化財保護が名目だが、京
都の寺院はどこも無休。観光都市京都と
してあるまじき条例改正案に真っ向から
反対。国に屈するなと論陣を張った。 
 

【未来へ向けて】 
リニアの京都誘致 
何を隠そう、リニア京都誘致を政治的課
題に最初に掲げたのは京都党。当時否定
一辺倒だった誘致を立党の最重要課題に
掲げた。京都の生命線だと位置づけ、地
元負担をすべき、市有地をＪＲに拠出す
るべき、北陸新幹線の財源をリニアに充
てるべきなど、独自の誘致提言で市の論
調を牽引する。 
 

「京都を再び都に」 
再び京都を都にし、東京と京都のふたつ
の都で日本を引っ張る双京構想。京都市
が提唱しているが全く進まない。誰もが
踏み込み難い、一部の皇族が京都へ戻ら
れることについて、皇室の災害危機管理
や歴史的観点から方法論を提言。市の政
策を尖兵として牽引。 

五山の送り火 
被災松処理騒動 
 
23年夏、五山の送り火で陸前高田の被
災松を燃やす予定だったが、セシウム
付着の恐れありと市長は判断を二転三
転させ、結局焼却を断念。当時、被災
地では、がれき処理が最大の課題だっ
たが、京都市の対応は全国に風評被害
を生み、震災がれき受け入れの妨げと
なった。唯一京都党市議団は、京都人
の誇りにかけて被災地を幾度となく往
復し、問題解決に当たった。安全性を
確認し、薪の安全性を約束すべく、村
山団長（当時）は一年間毎日薪を持ち
歩いていた。 



目指すべき街のビジョンは？！ 

住みやすい街？住みたい街？ 
 

人口減少社会を迎えるに当たり、都市間競争がいよいよ激化して
きた。どうすれば勝ち残れるのだろうか。 
政治家はよく「住みやすい街を作ります」と声高に叫ぶが、私たち
は「住みやすい」よりも「住みたい街」を目指したほうがいいと思っ
ている。なぜなら、住みやすいというのは究極的にはサービス合
戦となり、資金が潤沢なところに勝てない。事実これまで、地方は
この消耗戦に力を尽くしてきた。結果、東京一極集中に歯止めを
かけることはできなかった。そう、それはまるで企業でいうところ
の価格競争である。奇しくも京都型ビジネスモデルが高付加価値
適正価格型であるように、目指すべきは、決して安くはないが高
度にブランディングされたものだ。それが、都市戦略上強い。 
それに加え、京都はもともと住みやすい街ではない。夏は暑くて
冬は寒い。家を建てようものなら、やれ景観だ、やれ看板だ、や
れ高さだと規制も多い。家ひとつ考えてみても好きな家を建てら
れない。戦火を免れた関係で大都市の中では、どこよりも道路が
狭い。空港もない。しかし、そもそもこれも含めて京都の良さにつ
ながっている。パリもそうだ。街中は建て替えができない。家は狭
いし、古い。物価は高い。しかし、パリは世界を魅了し続け、ハイ
センスな情報発信拠点として発展している。 
京都市の市政方針ももちろんこれらを踏まえた戦略を取られてい
るが、こういった方針をより明確にし、より重点的に予算を配分さ
れ、「住みにくいけど世界一住みたい街京都をつくる。」 
これらをしっかり打ち出して頂きたい。 
（平成27年2月議会 代表質問要旨） 
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江村理紗 
くらし環境委員会 

 

右京区太秦和泉式部町13-2 

TEL 354-6225 

中島たくや 
交通水道消防委員会 

 

南区唐橋堂ノ前町1 

TEL 691-5991 

村山祥栄 
まちづくり委員会 

 

左京区下鴨貴船町46-2F 

TEL 712-9962 

佐々木たかし 
経済総務委員会 

 

中京区西ノ京船塚町10 

TEL 384-0080 

副市長へ予算要望を提出 

大阪の広域ごみ処分場視察 

京都市のゴミもここへ来る。 

空き家対策視察（金沢市） 


